平成26年度　香小研特別支援教育部会研究主題　　　　　　

一人一人がいきいきと輝く教育をめざして
１　特別支援教育の在り方と展望
　平成２３年４月より新学習指導要領が全面実施となった。その中では特に追加された『３ 人間関係の形成(1) 他者とのかかわりの基礎に関すること。(2) 他者の意図や感情の理解に関すること。(3) 自己の理解と行動の調整に関すること。(4) 集団への参加の基礎に関すること。』をしっかりと捉えねばならない。もちろん，その土台である，「個別の指導計画」「個別の教育支援計画」の作成があり，それは通常の学級に在籍する特別な支援ニーズのある子どもについても作成することになっていることを認識しておく必要がある。また，サポートファイル「かけはし」について「支援をする関係機関が情報を共有し，より効果的な支援を実現」するための有効な手段であるとの認識に立ち，活用していく。さらに，『交流及び共同学習』『特別支援学級の弾力的運用』についても研究と実践を積み重ねていく必要がある。
　平成２４年１２月５日，文部科学省が公表した「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査結果について」。あくまでも通常の学級での指導・支援の在り方が重要であり学級経営こそが根幹であるとの認識のもと，校内委員会等のチームで支援・対応に取り組む姿勢を貫くこと，専門家チームや医療機関との連携を図ることがポイントとなることを再確認しなければならない。そのためには，特別支援教育を推進していくための核となる特別支援教育担当者や特別支援教育コーディネーターの研修だけでなく，通常学級担任の研修が必須である。一方，従来からニーズのある特別支援学級在籍の子どもたちへの教育も当然研究を継続し深めていかねばならない。その際，特別支援学級在籍の子どもたちと通常の学級に在籍する発達障害のある子どもたちが別のものではなく連続した対象であり，それは健常者と言われる子どもたちまで続いていくとの意識を持つことが大切なのである。
　特筆すべきは，平成２６年１月２０日に日本が「障害者の権利に関する条約」の批准書を国際連合事務総長に寄託したことである。それを受けて２月１９日には条約の効力が生じることになり，インクルーシブ教育の更なる発展のため『基礎的環境整備』と『合理的配慮』が進められていくことになった。特に『合理的配慮』は具体的対応が示されておらず，今後の研究が必要である。
　これらの新たな課題とともに重視していかなくてはならないのが，新規担当者への支援である。他の部会と異なり特別支援学級を３年以上担任している者の割合は３割程度である。それは，新規もしくは経験年数の少ない担当者が圧倒的に多いということである。校内で困難さを分かり合える立場の者がいない，何から誰に聞いて良いか分からず困惑し疲弊している状況を克服するために仲間支援システムを考えていく必要がある。

２　一人一人がいきいきと輝く教育をめざして
　小学校学習指導要領解説「総則編」には，改訂の基本方針として，『①教育基本法改正等で明確となった教育の理念を踏まえ「生きる力」を育成すること。』とある。生きる力とは，「自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，行動し，よりよく問題を解決する資質や能力」「他人とともに協調し，他人を思いやる心や感動する心などの豊かな人間性」「たくましく生きるための健康や体力など」だと考えられる。
我々が従来から主張している障害のある子どもたちが自分の力や可能性を最大限に伸ばし，自立し，社会参加のための基盤となる「生きる力をはぐくむ教育」が求められているのである。

　私たちは「いきいきと輝く教育」という言葉の中に，子どもたちが自分で精いっぱい取り組む主体的な姿，毎日の学校生活に満足感・成就感を得ることが出来る生活を思い描いており，そのような学校生活の実現につとめる必要がある。そして，今現在を自主的・主体的に生活することの積み重ねが，明日への力となり，生涯にわたっていきいきとたくましく生きていく力が確立されるものだと考える。
　子どもたち一人一人の瞳がきらきらと輝き，いきいきとした表情で学校生活を過ごせるよう，子どもたちの主体性を尊重し，いきいきと生活できる状況をどのようにしてつくっていくか，私たちが支援者としてどうあるべきかを問い直すために，この研究主題を設定した。

